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抄録 湿潤・乾燥といった環境変化にさらされたコンクリートを模擬した Cs の浸透・溶出実験では、乾湿サ

イクルの回数や水分状態によって異なった挙動が見られた。そこで本研究では、乾湿サイクルの回数や水分

状態を変えたコンクリートの構造を物理的または化学的に観察し、構造変化に関する詳細を検討する。 
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1. 緒言  

福島第一原子力発電所（1F）の解体において、コンクリートに対する Csの線源分布評価、解体廃棄物の放

射能性状評価等をし、放射能の強さに応じて安全かつ合理的に処理・処分・管理することは重要である。環

境中にある汚染されたコンクリートは、気候の変化にさらされ、乾燥・湿潤が長期に渡って繰り返される可

能性がある。その結果、コンクリートへの浸透、コンクリートからの溶出のメカニズムが複雑になると考え

られる。そこで本研究では、乾燥・湿潤といった環境変化（乾湿サイクル）にさらされた汚染コンクリート

における Cs の浸透・溶出挙動がより複雑化する可能性を、乾湿サイクルを経たコンクリート中の Cs の動態

を評価することで検討した。 

2. 実験方法 

モルタル試料は当大学・都市工学科・栗原研究室にて作製

した（普通ポルトランドセメント、W/C=0.37、サイズ：15mm

×15mm×15mm）。浸透を 1 面にするため試料の 6 面中 5 面

にアクリル樹脂を塗布した。Cs の浸透溶液（15ml）は 10－2M

に調整した CsOH 水溶液を使用した。CsOH は軽水炉のシビ

アアクシデント時に放出される主要 Cs 化学種の１つであ

る。その後、試料中の含水状態を変化させて浸透・溶出実験

を行なった（表 1）。過去に実施した実験では、乾燥環境が

25℃であり試料内の乾燥が不十分であった。そこで本実験で

は、試料を絶乾させるために 110℃の乾燥機を用いた。浸透 実 験 で

は 24 時間ごとに合計 15 日間、0.5ml ずつ溶液を分取した。溶出実験では、24 時間ごとに合計 15 日間、溶液

すべてを回収し、新たな蒸留水と取り替えた。また、浸透・溶出実験後、試料は研磨紙（粒度：#60）を用い

て表面深さごとに 0.5mm×4 回削り粉体を回収した。実験後、回収した溶液に対して原子吸光度分析を、粉

末試料に対して中性子放射化分析を行い、モルタルに対する Cs の浸透・溶出挙動の評価を行なった。 

3. 結果・考察 

図 1 に浸透実験で採取した溶液の Cs 濃度を原子吸光度分析した

結果を示す。凡例の d の後の数字は試料の乾燥回数、w の後の数字

は湿潤回数である。これより本実験で用いたモルタル形状に対し

て、10 日を経過したあたりから Cs の浸透量が少なくなっていくこ

と、湿潤しているモルタルは乾燥しているモルタルよりも Cs の浸

透が促進される可能性が考えられる。本発表では、中性子放射化分

析から得られた結果などと併せて、浸透・溶出挙動が複雑になる可

能性を示す。 
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表 1 浸透・溶出実験のパターン 

図 1 原子吸光度分析から得られた浸透挙動 
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